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平成28年度 長岡市・三島郡学校保健部 活動報告
部長 菊池 桐夫

１ 研究主題 児童生徒の「生きる力」を育む学校保健活動の充実を目指して
～小・中連携をさらに深めて～ ＜２年研修の２年次＞

中学校区の健康課題解決に向け、小･中学校が連携を図り児童生徒の「生きる力」を育むための支援につ
いて研修を深める。※ 市教研学校保健部会と県養護教員研究協議会長岡支部及び県学校保健会長岡支部との合同研修

２ 研究の概要
個人研究や実践（テーマは県・支部と同じ） グループ研修（中学校区単位グループ）
○個人研究（含グループ研究）・実践に取り組む。主題は ○グループリーダーを中心に、「『生き
県や支部と同じ「児童生徒の『生きる力』を育む学校保 る力』を育む」ための研修を行う。
健活動の充実」副題は個人で決定する。 ○グループ研修の報告をする。

○年度末に個人研究・実践を研究推進委員に報告する。 （※ 学校保健協議会との共催）

全体研修（研究推進委員が運営）
○研推だよりを発行し県研究部からの情報やグループの取組、個人研究などを紹介する。
○グループ研修を補助する。 ○合同グループ研修会を開催する。
○個人研究者、グループ研究者に協力をする。
○グループ内での取組を支部内で紹介し、全グループで共有化を図る。
○個人・グループの実践をまとめ、県研究部に報告する。

３ 研究の実際

期 日 全体研修 グループ研修 個人研修

４月 21日（木） 長岡市学校保健協議会総会 ・グループ・中学校区

長岡市中央図書館 ・役員紹介・活動計画立案 の顔合わせ

６月 16日（木） 県養研長岡支部総会及び研修会 ・グループ研修 自校の健康

・県研推報告・支部研修計画提案 今年度の取組方法確認 課題の把握

長岡市 ・講義 長岡市教育委員会 ・校種別研修・研究

教育センター 指導主事 加藤 博美 様 課題別グループ

８月 24日（水） 第１回研修会 （学校保健会との共催） ・グループ研修会 研究・実践
〇講演｢インターネット過剰使用の実態と対応｣ 校腫別研修・支部研修 を進める

長岡市 独立行政法人国立病院機構
中央図書館 久里浜医療センター院長 樋口 進 様 グループ研修を進め

〇研修 「養護教諭の職務について」 る。（各グループとも
長岡市教育委員会 指導主事 加藤 博美 様 に２～３回実施）

９月~12月 第２回研修会

11月17日（木） 〇講演「感情のコントロールが苦手な ※学校保健協議会

長岡市 児童生徒へのアンガーマネージメント」 との共催

教育センター 早稲田大学教育学部 教授 本田 恵子 様

１月 31日（火) 合同グループ研修会（学校保健協議会との共催）

〇個人研究発表「主体的に生活習慣改善に取り組む児童をめざして
長岡市 ～健康の内的統制力向上を目指した保健指導の実践から」 研究・実践
教育センター 千手小学校 養護教諭 吉田 智恵 様 をまとめる

〇グループ研修報告
生活習慣（第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ）歯科保健（第 9 ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

〇協議 ２年間の支部研修の成果と課題 次年度の研修・研究に向けて
〇指導 県立教育センター指導主事 森 和香子 様

２月 24日（金） 第３回研修会（学校保健協議会との共催）
・講義｢学校保健の動向」 ※その他、全体として

長岡市 中越教育事務所学校支援第２課 ・研推だより発行
教育センター 指導主事 片桐 麻子 様 ・支部だより発行

・研修 「養護教諭の職務について」 ・機関紙「陽日」発行
長岡市教育委員会 指導主事 加藤 博美 様

４ 成果と課題

・県養研長岡支部の研修とタイアップすることにより、効果的に研修を進めることができた。

・児童生徒の健康課題解決のため、小・中連携して取り組むことで成果をあげている。今後も様々な連携
の仕方を探りながら、よりよい支援につなげていく必要がある。


